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被害者の会は、被害者どうしの支援と事故をなくすための取り組みを目的とした、交通事犯被害者や遺族でつくる

会です。入会希望の方は事務局に電話をください。会費はありません。会報が送られ、例会等に参加できます。

私は、Ｔという人間が起こした交通事故で、父 土屋友行、兄 土屋

晶嗣をはね飛ばされ、死亡させられました。

2010年9月4日午後5時、あの電話が鳴る前までは、なに不自由の

ない、とても幸せな日々を過ごしていました。それが厚岸の医師から

の電話ですべてが崩れたのです。父が心肺蘇生中ということを聞かさ

れ、電話の後ろから、父の心電図の音が聞こえています。医師と電話

で幾度もやり取りをしました。「もうこれ以上は･･･」と言われたとき、

私は地団駄を踏み、狂ったかのように笑った記憶があります。今でも父の心電図の音が頭から離れないと

きがあります。忘れたくても、体全身に残っているのです。

兄がどこにいるのかその時はわかりませんでした。後に、私から道東の警察署に電話をして、やっと厚

岸の警察署にいる事がわかり、電話で死亡と聞かされました。

室蘭から厚岸に6時間、母の弟（叔父）の車で向かいました。途中コンビニに寄り、新聞をみたとき、

初めて加害者のＴさんは私と同じ歳の女性ということがわかりました。愕然としました。やっと父に会え

たのが、9月5日午前4時頃でした。しかし、いつもとは違う、ドライアイスに囲まれ傷だらけ･･･。医師

が心電図をつけてくれたのですが、まっすぐな線が１つだけ･･･。目が少し開いてこちらを見ています。

しかし、寝息はもちろん聞こえません。指が氷のように冷たく、どんなに母が揺すっても起きることはあ

りません。その場にいた全員は、涙が止まらなく泣き叫びました。霊安室に運ばれ、ロウソクを点け、改

めて亡くなったと実感しました。

これだけでも身がちぎれるほど辛いのに、もう１人、冷たくなった人に会わなくてはいけません。それ

は兄。厚岸の警察署が開くまでじっと父のそばにいました。そしてやっと会える時が来て、警察署に行き

ました。薄暗い車庫を通り、霊安室に着きました。ドラマでみるような部屋ではありません。警察署の狭

い部屋で、冷たい板の上に黒い袋に入れられ、私たちを待っていました。兄ももちろん冷たくなっていま

す。目が少し開いていて、首元にはガーゼがついています。口の中は歯が欠け、血が付いています。泣き

叫び、抱きつきました。こんなに苦しいことが続くなんて。体の中の力が奪い取られました。

（Ｐ３へ続きます。2012年11月18日、北海道フォーラムでの発言より）

事件概要：2010年9月4日、釧路管内浜中町の国道で、オートバイで走行中の室蘭市の土屋友行さん（55歳）と晶
嗣さん（27歳）は、対向車線にはみ出してきた軽乗用車にはねられ、亡くなりました。加害者（女性・25歳）へ
の刑罰は禁錮2年でした。

〈今号の主な内容〉 特集 世界道路交通犠牲者の日・北海道フォーラム2012 ①～⑬

①ゼロへの願い：「父と兄を奪われました。こんな悲しみは私たちで終わりにして下さい」（土屋めぐみ）

③「重傷被害から1年、治療のため社会・仕事復帰出来ず苦しんでいます」（七尾博之）

⑤ゼロへの提言：シンポジウム「交通死傷被害ゼロのための刑罰見直しを」

⑫ゼロへの誓い：挨拶・アピール文 ⑭犯罪被害者週間全国大会の報告 ⑯ 編集を終えて、日誌他

父と兄を奪われました。こんな悲しみ、苦しみは
私たちで終わりにして下さい 室蘭市 土屋めぐみ
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WORLD DAY OF REMEMBRANCE FOR ROAD TRAFFIC VICTIMS
世界道路交通犠牲者の日

北海道フォーラム

交通死傷ゼロへの提言
11月18日 かでる2・7

■主催：北海道交通事故被害者の会

■後援：北海道・北海道警察・札幌市 ■協力：クルマ社会を問い直す会・

道はだれのもの？札幌21・交通権学会北海道部会・スローライフ交通教育

の会 （参加70名）

初めに、昨年のワールドディ以降の1年に北海道
で交通禍の犠牲になった184人はじめ、国内外のこ
れまでの幾多の犠牲者に黙祷を捧げた後、今年も
小栗教授を介して届けられた、ショードリィさん（「ロ
ードピース」の創始者で、ワールドディが国連決議
されるきっかけを作った被害遺族）からのメッセー
ジが紹介されました。

世界道路交通犠牲者の日の催しに参加する
日本の皆様へ

2007年に、日本とイギリスの間で、世界道路交通犠

牲者の日について情報交換をはじめてから５年がたちま

した。道路の暴力に対する憤りと、この悲劇を終わらせ

なくてはならないという決意が文化と言葉の違いを超え

たものであることを知り、私は勇気づけられました。

私が特に素晴らしいと思うことは、札幌、秋田、石巻、

東京、名古屋、大阪、亀岡、広島、唐津など日本の各地

でワールドディの催しが開かれ、各地の催しを支援し、

善意あるひとびとをつなぐために、ワールドディの日本

フォーラムをつくることが考えられていることです。日

本の人々のネットワークは、必ずや、道路上の暴力を根

絶しようと行動する世界の人々のネットワークにつなが

ると信じます。

今日は、道路の暴力で亡くなった愛する人たちを偲び、

傷害に苦しむ愛する人たちを思い、また、ワールドディ

の当日、悲しみと、怒りと決意をシェアすることで私た

ち自身を勇気づけようとしていることを喜びましょう。

私が知る日本の友人のみなさん、まだお会いしていな

日本のみなさん、私の気持ちはみなさんとともにあるこ

とを心からお伝えします。親愛を込めて

2012．11．18 Brigitte Chaudhry
（イギリス・ロードピース会長）

※ 邦訳は小栗幸夫氏

「毎日交通事故のニュースを
見ない日はありません。いつか
そのような事故がゼロになれば
と思います。そのために何か少
しでも力になれればと思い、毎
年、お手伝いさせて頂いており
ます。」司会の長崎亜美さん

（劇団ルート１）

主催者挨拶 代表 前田 敏章

本フォーラムが、今年も道と道
警、札幌市など関係機関や市民
団体の皆さんのご協力で開催出
来ることに、感謝を申し上げます。
ワールドディが日本で取り組ま

れるようになってから6年目、当
会主催の「ゼロへの提言」は4

年目を迎えますが、今年も全国で多彩なとりくみが
行われています。東京では昨日、キャンドルの集い
が行われ、本日はトークセッションで、全国の行動
をつなぐ日本フォーラムの設立が話合われると聞い
ています。中心になっているのが、3年前の北海道
フォーラム講師の小栗幸夫さんです。そして昨年も
紹介しましたが、秋田では今年も「交通死傷ゼロの
風を吹かせる」黄色の風車を過去5年間の現場に設
置したとのことです。この風車を提案したTAV交通死
被害者の会は今年も大阪・京都・名古屋で街頭行
動を行います。そのほか福島、石巻など全国各地で
遺族などの取り組みがあります。ショードリィーさん
のメッセージ紹介がありましたが、私たちも、全国
の、そして世界の人たちと連帯し、この北海道から
「ゼロへの提言」を発信していきたいと思います。
交通死傷ゼロのための課題や方策は、昨年まで

の3人の講師の方々、小栗幸夫さん、今井博之さん、
そして津田美知子さんが、速度抑制とクルマ優先、
車道至上主義の道路政策を転換することなど、その
基軸となることを説得的に提起してくれました。
そして今日のフォーラムの課題ですが、今、法務

省が法制審議会刑事法部会を設置し、刑罰改正を
検討しています。ここに私たちの願いを届けるべく、
「ゼロのための刑罰改正」をシンポジウムのテーマ
に設定しました。減らすだけでなく、ゼロの社会を
創るための刑法はどうあるべきか、参加者の皆さん
とともに考えていきたいと思います。
追悼から行動へというのが、国連機関のテーマ

でもあります。今日のフォーラムが、クルマ優先社
会を変える具体的な動きにつながるように皆さんと共
に奮闘したいと思います。
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ゼロへの願い 被害者からのメッセージ WORLD DAY

重傷被害から1年。治療のため、社会・仕事復帰出来ず
苦しんでいます 札幌市 七尾 博之

私が、今日この場で皆様にお話ししたい事は、交
通事故の被害に遭った私が、交通事故を無くすため
にはどうすればいいのだろうと考え、出した結論に
ついて、社会全体で考えて欲しい、という事です。
私は、約1年前に交通事故の被害に遭ってから、

ずっと苦しい思いをしながら生活しています。
しかし、私が交通事故の被害に遭ってからも社会で
は、薬物使用や暴走、無免許や飲酒運転などの、
人間とは思えない人間が引き起こした交通事故は後
を絶ちません。では、このような交通事故を無くする
には、どうすれば良いのでしょうか。
私は、幾つかの対策を考えました。その中で私が、

いま一番早急に行うべきだと思う対策は、自動車運
転過失致死傷、危険運転致死傷などの交通犯罪に
対する更なる厳罰化です。私が何故そう思うのかと
いうと、交通事故で人間に危害を加えたら厳罰にな
るとすれば、人間は、いま以上に交通ル－ルを守り
安全な運転に心掛けて、交通事故を起こさないよう
にするに違いない、と思うからです。ここからは、私
が体験した交通事故についてお話します。

私は、昨年の11月25日午後4時前ぐらいに、道東
の中川町という所で車両搬送車という２tトラックを、
いつも以上に慎重に運転していました。何故いつも
以上だったのかというと、私は仕事中でしたし、そ
の日の天候は雪が降ったりやんだりと穏やかではな
く、初めて走る道だったからです。
ところが、対向車線を走っていた大型トラックが突

然、車線を越えて私の車の前に突進してきたのです。
私は衝突すると思って咄嗟にブレ－キを踏みました
が、その大型トラックと正面衝突して、あっという間
に大破した車の中に挟まれてしまいました。
私は事故発生当初、激痛で呻き声を上げ、異常

な寒さを感じてガタガタと震えていましたが、そのう
ちに全身の感覚が徐々に無くなり段々と眠くなってき
たのです。そして何故か、身体が中に浮いているよ
うな感覚になり痛みをさほど感じなくなりました。私
はその時「私の一生はここで終わりなんだなぁ」と
思いました。
しかし、遥か遠くからサイレンのような音が微かに

聞こえ、その音が段々と近づいてきて、私の方に向
かってくる救急車とレスキュ－隊のサイレンの音だと
解ったとき、私は救出されるかもしれないと思って
〈やっぱりこんなところで死にたくない〉と思いまし
た。そして、ここで眠ってしまったら死ぬと考え、1時
間以上もの間その状態に耐えました。
そうして、ようやく救助隊が到着した時、私は救

助隊の人に大声で呼びかけられました。しかし、辛
さのあまり応える事が出来ませんでした。そして目を
硬く瞑り歯を食いしばっていたので、見たわけでは

ありませんが、レスキュ－
隊の大声や機械の動く大
きな音が聞こえていたの
で、事故の現場は騒然と
しているようでした。
私はそのような中で、

大破した車の中から救出さ
れたのですが、私の下半
身が大破した車から抜け
た瞬間、今までに経験した
事のない激痛が私を襲い、その激痛で私は、いっ
そ気絶してしまいたいと思った程でした。私は結局、
救急車で名寄にある名寄市立総合病院へと運ばれ、
病院で麻酔されるまでの約3時間もの間、ずっとその
激痛に耐え続けたのです。
私は今回の事故で、両足の骨や靭帯がバラバラ

になり肋骨や両手にも怪我を負い、緊急手術される
時には、右足は切断する事になるでしょうとまで言
われました。しかし、医療チ－ムの方々の長時間に
及んだ手術によって、とりあえず足を切断するという
最悪の処置は免れましたが、私はその病院で5日間
の集中治療を受けた後、札幌の徳洲会病院へと移
送されました。
私は移送された病院でも手術を何回も受け、脊髄

に針を刺し行う麻酔でも抑えられない痛みがずっと
続きました。そして、１日中点滴を受けながら、下半
身を動かせない状態が約2ヶ月も続き、私は感染症
になって足が切断されるかもしれないという不安や、
何故私がこんな目に遭わなきゃいけないのか、あの
時もう少し時間がずれていたら事故に遭わなかった
のではないか、自分はこれから一体どうなってしまう
のだろうかと色々な事を考え、不安、後悔、怒り、
挫折感などで、本当に辛い地獄のような毎日でした。
しかし、そんな辛い毎日でしたが、少しずつ治療

が進み、3人掛かりの看護師さんに車椅子に乗せて
もらって入院してから始めて病室のベッドから離れ廊
下に出た時や、徐々に下半身を動かす事が出来るよ
うになり始めて一人で車椅子に乗れた時、リハビリを
行い足に特殊な装具を装着して松葉づえなどを使っ
て始めて立ったり歩いたりした時は、本当に嬉しく思
いました。
そうして私は、約6ヶ月もの間入院し、その間に7

回の手術を受け、リハビリで歩く訓練を重ねなんと
か退院する事が出来ましたが、今年の7月に再入院
をしました。何故かというと、私の右足は開放粉砕
骨折という怪我を負い一部分の骨が無くなってしまっ
たので、足に骨の移植手術をしなければいけなかっ
たからです。私は結局、2度の入院と8回の手術を受
け、現在の身体まで回復する事が出来ましたが、私
の足には今も障害があります。
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ゼロへの願い 被害者からのメッセージ WORLD DAY
ただ、医療スタッフの方々は入院中や今も本当に

献身的な医療、看護、リハビリなどをしてくださり、
感謝する毎日でもあります。
ところで、今回の事故を起こした加害者ですが、

事故が起きた時は、ただ茫然と立っていただけで事
故に対処した様子は全く無く、その後、私が名寄の
病院にいた時、一度、病院に来ただけです。
私はその時、何故、突然私をこんな目に遭わせ

たのかと言いたかったのですが、傷の痛みや高熱、
身動きひとつ取れない身体の辛さや心の動揺から何
もする事が出来ませんでした。
ですがその後、私は警察と検察からこの事件につ

いて話を聞きたいとの連絡を受け、入院中に警察の
調書作成に協力し、一時退院後にはタクシ－とJRを
使って旭川地方検察庁まで行って検察官の調書作成
にも協力しました。その結果、事故の加害者である
被疑者に対し自動車運転過失傷害罪で裁判所から
「100万円の罰金に処する」という略式命令が出さ
れたという事です。
しかし、私はその結果を検察庁から聞いた時「何

故、裁判にかけないの、何故、罰金で終わりなの」
と量刑の軽さに疑問を感じました。何故ならば、今
も加害者から私への謝罪は無く、この量刑で本当に
反省しているのかも疑問だからです。私は刑事裁判
として裁判を行い何故今回の事故が起きたのか、加
害者はどう思っているのかを知りたかったです。そ
れであっても、警察、検察の方々がこの事件にご尽
力いただいた事は、本当に御礼申し上げます。
ちなみに、調書作成時に行った旭川地方検察庁

への往復交通費は実費でした。相手の保険会社が
言うには、「事件にしたいのなら自分で勝手にやりな
さい」という事でした。私は、これからもその保険
会社との交渉で嫌な思いをする事でしょう。
私はとりあえず退院しましたが、退院しても足に障

害が残り仕事も出来ずにいます。また、もし仕事に
復帰できたとしても、以前と同じように職務に邁進し
ていけるだろうか、今までの仕事の遅れを取り戻せ
るだろうかなどを考えると不安でいっぱいです。
そして、これからは私の楽しみであったゴルフをし

たり旅行先で歩いてみたり、とにかく足に負担が掛る
ような事はもう出来なくなり、将来一生ハンディを負
って生きて行かなければならないでしょう。自分の
思い通りの事は望んでも出来ません。私が失った月
日と時間は、もう誰にも取り戻す事は出来ないので
す。それが私の現実です。そのことを考えると辛く
て悲しい気持ちです。

しかし残念ですが、私が、いまお話した交通事故
被害者の体験や苦しんでいる現実の話を聞いたとし
ても、社会や交通ル－ルを無視して車を運転する人
間が存在する事も事実です。そんな人間によって何
の理由も無く交通事故で怪我を負わされたり殺され
た被害者から見れば、裁判の判決は加害者に対し
て〈あまい〉と思います。裁判は犯罪者を救うため

にあるのでしょうか。それとも犯罪を抑制するために
行うのでしょうか。私は当然、犯罪を抑制するため
でなければならないと思います。ですから、そのよ
うな犯罪者には、今以上の刑罰を科すように法律を
改正して厳罰にしなければいけないと思います。
実は私の職業は、自動車の販売や整備を行い自

動車保険も取り扱う車に係わる職業です。自動車と
いう道具は、安全にル－ルを守って正しく使用すれ
ば、すばらしい物だと思います。人間の考え方や行
動が、交通事故を起こしてはいけない、交通事故を
無くそうとなれば、必ず被害者は無くなります。
最後に私は、これからの社会から交通事故による

犠牲者や被害者がもうこれ以上出ない事を祈って私
のスピ－チを終わらせたいと思います。皆様、ご清
聴ありがとうございました。

父と兄を奪われて（1面からの続き）
室蘭市 土屋めぐみ

ふと、鼻につくガソリンのにおいを感じました。

薄暗い車庫には、なんと２台の見覚えのあるバイ

ク。1台の軽自動車。そう･･･、父と兄のバイクと

加害者Ｔの車があったのです。その３台のガソリ

ンのにおいが漂う場所に兄は寝かされていたので

す。なんとも言えないにおいがその場所の空気を

作っていました。こんなに辛いことはありません。

1人でも苦しいのに2人。こんなにも憎しみがこ

み上げたことはありません。

そして、2011年5月にやっと行われた裁判。弁

護士さんや検事さんがどんなに親身になって話を聴

いていただき裁判を行えても、加害者の罪は禁錮２

年。2人もはね飛ばし死亡させておいて、たった2年

しか刑務所に入らないのです。私たちに裁判の知識

がありません。どんなに、弁護士さんに噛み砕いて

教えていただいても理解できない書類の内容。私が

話しても進まない話が、私と同じ話を叔父が話すと

進んだときの、社会への屈辱感。これから先の将来

への不安。父と兄さえいれば、といつも考えてしま

います。信頼できる男性がそばにいない辛さ。今現

在ものすごく感じています。

私たちの力で社会がすぐ変わらないことは、わか

っています。ただ、交通事故の恐ろしさ、苦痛と苦

悩を知らない人が多すぎるこの時代。被害者である

私たち家族は、これ以上私たちと同じ苦しみを感じ

てほしくないのです。だからこそ加害者には刑事裁

判で足りない償いを、民事裁判で、少しでも多く償

っていただきたいのです。

そして、今後交通事故で同じ苦しみを増やさない

ためにも、社会に訴え続けたいのです。交通事故を

起こしたらどうなるのか。交通事故の恐ろしさをも

っと現実的に感じていただきたいのです。そうでな

ければ、父と兄は天国へ行けないからです。

皆さま、ご清聴ありがとうございました。
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ゼロへの提言･･･ シンポジウム

交通死傷被害「ゼロ」のための 刑罰見直しを
第 2 部は、「交通死傷被害『ゼロ』のための刑罰見

直し」をテーマに、小野副代表の司会でシンポジウ

ムが行われました。

パネリストは 3人。まず代表の前田が、10月 25日
の法制審議会で行った要望意見の報告を中心に、刑

罰適正化に向けての私たちの願いと取り組み、根本

問題としての、クルマ優先社会とこれを支える交通

犯罪を軽く扱う刑法と司法の問題について、スライドで資料提示しながら報告・提起し

ました。続いて、内藤副代表が、遺族であり弁護士という立場から、法制審へ提出した

補充意見書の内容を説明。そして、長年協力いただいている青野渉弁護士からは、現在

代理人を務めている事件および過去の事案例に基づく具体的コメントがありました。３

人の発言を受けて、会場の参加者 4 人（会員遺族 2 名）からも積極的発言があり、刑法
改正に向けての課題が鮮明になる貴重な「ゼロへの提言」となりました。 （司会は小野副代表）

根本問題を見据え、
「ゼロ」のための 刑法改正を

代表 前田 敏章

本シンポジウムの目的は、交通死傷被害を「減ら

す」だけでなく「ゼロ」にするための刑罰のあり方

について、参加者の皆さんと討議し、その声を法制

審議会や国会に届けることです。

そして、この刑法改正問題は、私たちが被害「ゼ

ロ」の社会のために要望している諸方策（例えば、

免許制度など規制強化、歩行者や自転車の安全最

優先の道路環境づくり、スピード社会からの解放な

ど）の中の一つではありますが、基本となる社会規

範という意味で、極めて重要な課題であるということ

です。

1 法制審議会までの経過
9月に法制審議会刑事法部会が発足しましたが、

そのきっかけを作ったのは、京都と名古屋の無免許

運転事件の被害遺族でした。京都亀岡では今年4月

23日、妊婦・胎児、小学生２人の4人死亡、7人重軽

傷という大惨事があり、ご遺族が名古屋の被害遺族

と共に危険運転致死罪適用を求める20万人以上の署

名に取り組みました。〈無免許運転でも、繰り返し運

転していれば技能を有するから危険運転罪は適用さ

れない〉という法の矛盾が大きく問題にされたので

す。また、栃木県鹿沼の児童6人てんかんクレーン

車死亡事件遺族の働きかけもあり、5月には超党派

の国会議員の会が発足しました。

私たち北海道の会も、

6月に全面的刑法改正を

求める要望書を提出し、

8月には谷法務副大臣へ

の直接要請も行いました。

（写真）

こうした多くの被害者・団体からの要請と世論の後

押しがあり、下記の法務大臣諮問となりました。

諮問第96号 「自動車運転による死傷事犯の実情等

に鑑み、事案の実態に即した対処をするための罰則
の整備を早急に行う必要があると思われるので、そ
の要綱を示されたい。」（9月4日 滝法務大臣）

２ 抜本的刑法改正は、積年の願い
私たちにとって今回の刑法改正は、積年の思いを

実現させる重要な機会です。当会が発足したのは19

99年9月ですが、翌2000年に鈴木共子さん（生命の

メッセージ展代表）や井上保孝・郁美さんご夫妻（東

名高速事件遺族）が中心となり呼び掛けられた「交

通事犯に厳罰化を」の署名運動に参加し、北海道か

ら4000筆の署名を届けました。そして、全国32万筆

の署名に込められた声を聴いて作られたのが、悪質

危険な運転行為を最高懲役20年の傷害罪に位置づ

けるという危険運転致死傷罪でした（施行は2001年1

2月）。それまでは、交通犯罪の最高刑は業務上過

失致死傷罪での5年にすぎず、詐欺や窃盗罪の最高

刑が懲役10年であるのに比しても、あまりにも軽かっ

たのです。
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しかし、同法には制定当初から、「絵に描いた餅」

になるのではと懸念された問題点がありました。内

藤さんも会報7号（2002年1月）で指摘しておりました

が、適用要件の不当な限定などがあり、私たちは、

2002年以来この点を盛り込んだ要望書を毎年提出し

ております。その後出来た自動車運転過失致死傷罪

についても、2007年の法制審において、その最高刑

は10年以上にすべきことなど要望しておりました。そ

の意味でも今回の法改正は、私たちの積年の願いで

あるということなのです。

３ 法制審への要望意見
10月25日の法制審議会で要望した内容は次の通り

です。これに理由と資料を付し、さらに（次に報告を

受ける）内藤さんからの補充意見書を加えて提出し、

その主旨を述べました。

※要望書と資料および発言内容は、法務省のホーム

ページに会議資料として掲載されています。「法務省、

審議会等」→「法制審議会ー刑事法（自動車運転に

係る死傷事犯関係）部会」で検索して下さい。10月

以来月2回ペースで審議が行われています。注視しま

しょう。

〈要望意見1〉

今次の刑罰改正を、何より国民の命を守るという法益

に照らし、交通犯罪を抑止し、交通死傷被害ゼロを

実現するための刑罰改正と位置づけていただきたい

こと。

〈要望意見２〉

施行から11年を経過した危険運転致死傷罪の適用状

況からその問題点などを総括し、次の改正を行うこと。

（１）危険運転致死傷罪の適用要件を過度に狭くして

いる刑法208条の２の、「正常な運転が困難な状態」、

「その進行を制御することが困難な高速度」、および

「その進行を制御する技能」という、行為や状態に

殊更評価的要素を付加した部分を改正し、その構成

要件を緩和すること。

同様に、刑法208条の２の２の、「（人又は通行を）

妨害する目的で」および「（赤色信号又はこれに相

当する信号を）殊更に無視し」という主観的要素につ

いては、適用要件を過度に狭めているのでこれを除く

こと。

（２）危険運転致死傷罪が無免許運転やひき逃げ、

制限速度超過、そして、てんかんクレーン車運転事

件にみられる投薬を怠ったケースなど、全ての悪質で

危険な行為に適用されるように、その類型の見直しを

行うこと。その際、「逃げた方が得」という矛盾が生

じないよう所要の改正を行うこと。

〈要望意見３〉

施行から５年を経過した刑法211条の２、自動車運転

過失致死傷罪について、その問題点などを総括し、

次の改正を行うこと

（１）結果の重大性および交通犯罪抑止の法益から、

そして、危険運転致死傷罪との隙間を埋めるために、

致死罪の上限を大幅（10年以上）に引き上げること。

（２）致死の場合の最低刑を、罰金刑ではなく有期

刑とするなど大きく引き上げること。

（３）交通犯罪が軽く扱われる一因となっている刑法

211条2項の「刑の裁量的免除」規定は廃止すること。

それぞれの項目で強調したのは次の諸点です。

〈意見1〉では、「法益」（法律によって保護される

社会生活上の利益）と憲法13条（生命、自由及び、

幸福追求に対する国民の権利）からも、今日の悲惨

な事態を見過ごすことなく、立法措置を執って頂きた

いことを述べました。

〈意見２〉では、危険運転罪の適用要件について、

具体的に改正点を指摘するとともに、無免許など類

型見直し、そして「逃げ得」という法の矛盾解消な

ど指摘しました。

〈意見３〉では、軽く扱われている自動車運転過失

致死傷事件の厳罰化について、次の数値なども示し

て強調しました。「交通事故件数の中で酒酔い運転

によるものが2001年比（2001年を100とした指数)で27

と顕著な減少となっている一方、脇見や安全不確認

など一般には過失とみられ件数も圧倒的に多い安全

運転義務違反は2001年比77と顕著な減はない」

４「クルマ優先社会」を支える近代刑法に問題

「許容できる事故」などない
こうした事態を引き起こしている根本問題として経

済効率を優先する人命軽視の「クルマ優先社会」

があると思います。そこでは、「自動車はリスクを上

回る利便性がある」、「事故（アクシデント）だから

仕方ない」、「被害者は（加害者も）運が悪かった」、

「損害賠償すれば済む」などと悲劇の続発を容認し

ます。

そして、これを補完しているのが、「交通事故は、

誰でも加害者になりうる仕方のない過失犯だから重

罰にできない」と、過失犯罪を軽く扱う近代刑法の

問題～「結果責任」を軽視し、根拠のない「意思

責任」を問う～です。

このことを鋭く指摘した刑法学者佐藤直樹氏の言

葉を次に紹介しますが、自動車運転過失致死傷罪の

最高刑は7年で、窃盗・詐欺罪の10年より軽く、危

険運転罪（同20年）との差異が大きいことに、「交

通死」（岩波新書）を書いた被害遺族である二木雄

策氏も、「危険運転致死傷罪を適用できない事件は、
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潜在的加害者の目で〈許容できる事故〉として認め

てしまっている。一本化した法制度にすべき」（朝日

新聞２００７年３月６日付）と指摘しています。

私たちは、被害者の視点から、近代刑法の根本を

問い、今回の刑法改正を考える必要があります。

さらに近代刑法は、前近代「刑法」の結果責任より、
意思責任へ「発展」した、といわれる。しかし、その

個人の意思内容はきわめて矮小化され･･･限定的に考
えていったのである。それがもっとも典型的にあらわれ

たのが交通事故で、産業交通が交通事故の発生を前
提に存在している以上、その存在を必要悪として認め、
実際に事故が生じた場合には、なるべく軽い罪ですま

すようにしたのである。そのために、もともとそのよう
なものではありえない意思内容・故意内容をきわめて
限局し、そのことによって、故意ではなく（しかもきわ

めて軽い）過失によって処罰することを可能としたので
ある。

（佐藤直樹著「共同幻想としての刑法」ｐ187、188）

５ 極端に低い起訴率と実刑率も大問題
法改正の問題に加えて、指摘しなければならない

のは、法律に従って裁く検察庁と裁判所の問題です。

下図の「検挙者の処理」に示すように、交通犯罪の

起訴率は8.9％（致死で65％、傷害で8.5％）と他の犯

罪に比べても格段に低い(注)というのが先ず問題です。

さらに、

起 訴 さ れ

たとしても

略式命令

（罰金）

で済まされ

る割合が、

致死で 4 3

％ 、 傷 害

で93％に及びます。そしてさらに、公判請求され裁

判になったとしても、執行猶予の割合が致死で91％、

傷害で97％ですので、結果として実刑率（実刑／検

挙：検挙者が刑務所に入る割合）は、致死で3.1

％、傷害では0.03％という極めて低い割合となってお

り、これが「仕方のない交通事故」という麻痺を助

長し支えているのです。

自動車運転過失致死傷罪の起訴率と実刑率
■起訴率＝起訴（致死＋傷害）／受理人員（同）

＝ 3,145＋ 56,946/4,809＋ 669,949＝ 0.089（8.9％）
■「致死」事件の実刑率＝実刑数／検挙数

＝ 147人／ 4809人＝ 0.031（3.1％）
■「傷害」事件の実刑率＝実刑数／検挙数

＝ 201人／ 669,949＝ 0.0003（0.03％）

1987 年に東京高検が不起
訴新基準を打ち出して以来

激減した交通関係業過の起

訴率（実線グラフ）。

点線は交通関係業過を除く

刑法犯の起訴率で、もう一

本の実線は実刑率。

※当会会報4号（2001年1月）より

「誰もが加害者になりうるから軽い刑に」という
のは、また次の被害続発という「負の連鎖」に陥
ります。被害の側の視点から、結果重視の行為責
任を明確にした刑罰により、被害ゼロ、社会正義
の実現を目指さなくてはならないと強く思います。

（注：平成22年の一般刑法犯の起訴率は42.5％である

のに対し、自動車運転過失致死傷罪の起訴率は9.5％）

【刑法条文資料】

〈危険運転致死傷〉 ※2001年12月施行

第208条の２

アルコール又は薬物の影響により正常な運転が困難

な状態で自動車を走行させ、よって、人を負傷させた

者は15年以下の懲役に処し、人を死亡させた者は1年

以上の有期懲役に処する。その進行を制御することが

困難な高速度で、又はその進行を制御する技能を有

しないで自動車を走行させ、よって人を死傷させた者

も、同様とする。

２ 人又は車の通行を妨害する目的で、走行中の自

動車の直前に進入し、その他通行中の人又は車に著

しく接近し、かつ、重大な交通の危険を生じさせる速

度で自動車を運転し、よって人を死傷させた者も、前

項と同様とする。赤色信号又はこれに相当する信号を

殊更に無視し、かつ、重大な交通の危険を生じさせ

る速度で自動車を運転し、よって人を死傷させた者も、

同様とする。

〈業務上過失致死傷等〉 ※2007年6月施行

第211条 別名「自動車運転過失致死傷罪」

業務上必要な注意を怠り、よって人を死傷させた者

は、５年以下の懲役若しくは禁錮又は100万円以下の

罰金に処する。重大な過失により人を死傷させた者も、

同様とする。

２ 自動車の運転上必要な注意を怠り、よって人を死

傷させた者は、７年以下の懲役若しくは禁錮又は100

万円以下の罰金に処する。ただし、その傷害が軽い

ときは、情状により、その刑を免除することができる。
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抜本的法改正で、行為の悪質性にみあう量刑の連続性実現を
弁護士 内藤裕次（副代表）

１ 根本的問題は、処罰の連続性が無いこと

私からは、法制審議会に会の要

望書と併せて提出した補充意見書

（以下「意見書」）の内容につい

て説明します。

最初に、交通犯罪がどう裁かれ

るのかという現行の法体系ですが、

下表で分かるように、死亡事件でみると、危険運転

致死は1年から20年、しかし自動車運転過失だと7年

です。意見書には、現行法の根本的問題として、処

罰に隙間があり「事案に応じた処罰の連続性が保た

れていない」ことを指摘し、以下の二つの事件を比

べ、説明しました。

「現行法の法定刑」

【事例Ａ】てんかん患者が薬の使用を怠りクレーン車
を運転。発作が起きて児童６名が死亡。自動車運転
過失致死罪の最高刑である懲役７年（宇都宮地裁、

平成２３年１２月１９日判決）
◆ てんかん患者であることを隠して原付，普通自動

車，大型，大型特殊などの免許を相次いで取得した
◆ 平成１３年から平成２２年まで，発作を原因とする５
件を含む１２件の事故を起こしている（態様と程度は不

明）◆ うち，平成２０年には，自動車過失傷害罪で
禁固１年４月，執行猶予４年の有罪になっている

◆ その際，居眠りが原因であると虚偽の供述をした
◆ 有罪になった後，移動式クレーンの免許を取得
◆ 平成５年からてんかんの治療をしていたが，複数

の医師から運転をしないよう注意されていた ◆ 特
に，平成２０年の事故の後に，クレーン車は運転でき

ないと繰り返し指導されていた ◆ 被告人は，症状
を理解していた ◆ 前の晩，服薬を怠り，夜更かし
をして睡眠時間が３時間だった ◆ 睡眠不足等から，

発症の予兆を感じていた ◆ 運転していた車両は１２
トンの大きなクレーン車である ◆ 小学生６人が死亡
した

【事例Ｂ】赤信号無視で、危険運転致死傷罪により７

年の懲役刑（青森地裁弘前支部，平成１６年１月３０日
判決）。

■ 動機は，職場に遅刻することをおそれたこと ■

既に交差点で信号待ちの自動車がいた ■ 右折車
線に進路変更し，時速約３０キロで交差点に進入 ■
交差点の前１７４メートル，２８メートルの地点で赤信

号に気づいていた ■ １週間前にも脇見運転による物
損事故を起こしている ■ 死亡は２名

私は，後者と前者が同じ刑罰であることが，どう

も釈然と出来ません。どうみても，前者の事件の方

がきわめて悪質なのです。行為の悪質性・危険性

に幅があるのに、量刑に反映されない現行法はおか

しいということです。

２ 行為の悪質性にみあう量刑の連続性を

従って、意見書では、「視点として踏まえていただ

きたいこと」として、交通事犯が、「その悪質性に応

じて連続的に量刑ができるような（抜本的な）法体

系構築」を求めました。危険運転致死傷罪の見直し

については、集積している事例の分析を判例だけで

なく「検察庁において危険運転致死傷罪をギリギリ

考慮の上断念したケースについても検証」すべきこ

と。そして私見として、208条第2の前段については

「目的」が無くとも十分危険な行為ゆえ、目的要件

は不要であることを指摘しました。

また、他の刑罰とのバランスを論じるにあたっては、

「交通犯罪の場合には，事案の悪質性の幅が広く，

単純過失から危険運転について十分認識している場

合までが想定できますので，悪質な事案を処罰する

ために，法定刑を重い方向に幅を持たせることには

十分理由があると思います。そこで，交通犯罪の予

防という政策的意味も考慮していただき，そのうえで

バランス論を論じていただきたい」と強調しました。

３ 「厳罰批判論」への反論

意見書で最後に強調したのは、「過失犯には抑止

効果がない」「あるいは、人間はミスをするので重

い非難はできない」という「批判」への反論です。

こう書きました。「生命と身体は，最も重要な法益で

あり，悪質な行為によってこれを侵害した場合には，

厳罰に至るということ，そのことを国民が法律で示す

こと，そのような姿勢を示すことによって，現在及び

将来の国民が，生命と身体こそ最重要な法益なのだ

と，法律を通じて意識する」「短期的な抑止効果の

有無と言うことは，そもそも議論が不要だと思います。

また，確信犯以外の一般運転者には，（一般論とし

ての）刑罰の抑止力は有効ですし，過失犯であって

も，危険運転に故意がある場合も同様に抑止でき

る」と。
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さらに、「ウッカリミスをするのが人間なんだから，

軽くてもいい」というのは，「危険な行為をするのな

らば，しっかり注意をしなければならない」との認

識をとばしているので、交通事故・事犯の容認につ

ながりやすい危険を有していることを指摘し、注意を

しっかりしなかったことによって法益侵害が発生した

なら，それ相応の非難が与えられることは当然であ

る。厳罰批判論に対して臆することなく，ご判断をい

ただきたい」と結びました。

危険運転致死罪の要件は狭すぎる～代理人を務めた事例から～
弁護士 青野 涉

１ 清水 縁さん交通死事件
私からは、危険運転致死傷罪の適用が否定され

た事例を、いくつか、お話いたします。

今年６月23日午後11時56分頃、旭川市の清水縁さ

ん（53歳）が遭った事件。被告人の車は、パトカー

に追跡されている途中、住宅街の十字路交差点で一

時停止標識を無視し、時速90から98キロという速度

（鑑定の結果）で、右側から来た清水さんの軽自動

車に衝突しました。被告は先ず、旭川市内の環状線

（片側2車線の幹線道路）を時速100キロ走行し、右

車線を走っていたパトカーを左車線から追い抜いた

のです。パトカーは赤色灯を点灯させサイレンを鳴ら

して追跡を開始しました。次に被告は、右側（パト

カーの前）に車線を変更したのですが、そこから147

メートルの地点で、今度は急ブレーキをかけながら

左に曲がり（タイヤ痕あり）、30キロ制限のセンター

ラインもない幅員5.7ｍという狭い生活道路に入りま

す。そこからまた加速し、事故のあった交差点の一

時停止標識を無視して、前記速度で衝突という事件

です。

資料に被告人の弁解を書きましたが、速度が出て

いたことは認めるが、パトカーに追跡されていたとい

うことは、全く気付かなかった、と主張しています。

単に、事故の前にむしゃくしゃすることがあったので

飛ばしていた、サイレンの音も音楽を聞いていたの

で聞こえなかった、車線を右側に変更して、もう1回

急ブレーキをかけながら左折した時も、バックミラー

とかは一切見ていない、一時停止標識は見えなかっ

た、その衝突した場所がそもそも交差点であるとい

うことも気が付かなかった、と色々弁解しています。

旭川地裁での検察官の求刑は懲役4年。被害者の

求刑は懲役7年で、11月5日の判決は禁固3年でした。

明日が控訴期限ですが、遺族と私で、この刑は軽い

ので是非控訴するようお願いしているところです。

被告の運転は、非常に危険な運転だと思うのです

が危険運転致死という犯罪にならない。それがなぜ

かということなのですが、危険運転致死の条文は5つ

に限定されており、それに当たらないものはダメとい

うことなのです。

本件ですと、「その進行を制御することが困難な高

速度」がまず、考えられます。しかし、検察庁とし

ては、カーブを曲がりきれずに逸脱して路外の人を

轢いたようなケースでないと認められないという考え

方（直進しているだけの事案）で運用をしています

ので、ダメということです。

また、遺族の方は、「赤色信号を殊更に無視」と

いうことにならないのかと聞かれましたが、法律的に

は一時停止標識は「信号」ではないので難しいとい

うことで、結局、自動車運転過失致死で立件されま

した。

※ 以下は文書発言として届けられた手記です。なお、清水

縁さん交通死事件は、11月19日、検察が量刑不当で控訴し

ました。札幌高裁での第1回公判は、２月19日10時です。

母は殺されました。刑法の見直しを求めます
旭川市 清水 孝太

仕事の都合上フォーラムに参加できず、申し訳ありま

せん。書面に代えさせていただきます。

６月２３日、午後２３時５６分に事故は起きました。

私の母、清水縁は殺されました。

（中略：事件概要は青野弁護士の説明に同じ）

起訴内容は自動車運転過失致死でした。これだけの無

謀かつ暴走と言える運転を行い、住宅街を100キロもの

スピードで走行すれば、死亡事故につながると誰もが思

うはずです。これを危険運転と呼ばないで何と言うので

すか。私たちは当初から危険運転致死罪の適用を求めて

いました。しかし、危険運転致死罪の適用は私たちが想

像するより遥かにハードルが高く、適用されませんでし

た。せめて加害者に自動車運転過失致死罪の最高刑であ

る求刑７年を要求するべく、裁判では被害者参加制度を

利用させていただきました。利用するにあたり、警察、

検察の取り調べ内容を閲覧する権利、また、裁判では法

廷内に入り、意見陳述をする機会が与えられました。

いくつか調書内容に疑問を抱き、10月4日の公判で尋

問をしたり、代理人の青野弁護士から被害者側として懲

役7年を求刑してもらうなど、母の無念を晴らすべく、

出来ることはやってきました。

しかし11月5日の判決では、検察求刑の懲役4年をさ

らに軽減した禁固３年という残念な結果になりました。

パトカーで追われていた事実に関しては、被告が気付き

ませんでしたと言えば、立証することが困難になり、争

点にすることができませんでした。母はもう話すことが

出来ず、相手の言ったことがすべて事実になる。現在の
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法律では犯人が逃げ得と言ってもいいくらいです。罪も

ない人を殺してたったの禁固３年という結果には、当然

ですが納得できるはずもありません。私たちからすれば、

これは紛れもない殺人なのです。

命の重さは年数では測れないかもしれないですが、私

たちが求めるのは、自動車運転過失致死罪の最高刑引き

上げと危険運転致死罪の要件緩和による適用拡大など刑

罰の見直しです。被害者の立場になって改正を進めてほ

しいと思います。

私たちのように、家族を殺されたという被害者が後を

絶ちません。そして、被害者に代わって社会的制裁を加

えるべき法律が被害者の思いを反映できていないのが現

状です。私たちと法律の間に高い壁が存在していること

も事実です。

今回このようなシンポジウムを設けていただいて本当

に感謝しています。私たち被害者の小さな叫びが届き、

微力ながら国を動かす力になってほしいと心から願いま

す。

２ 危険運転罪で立件されなかった他の事例
今回の旭川のケ

ース以外に私が担

当した中で、やは

り危険運転致死が

適用されないこと

について、疑問に

思ったケースがいくつかありますので、ご紹介したい

と思います。

一つ目は平成14年、これは危険運転致死罪が出

来たばかりのころですが、加害者は20代の女性です

が、そもそも居酒屋に軽自動車で行って友人と長時

間飲酒して、もうろれつが回らない、ふらついている

ような状態で（目撃証言あり）、それで車を運転して

センターラインをオーバーして、対向して走ってきた

オートバイに衝突。オートバイは2人乗りだったので

すが、男性が死亡、同乗していた女性も非常に重い

後遺症が残ったという事案です。警察は危険運転致

死傷罪で立件しようと捜査し送致したのですが、検

察庁はちょっと難しいということで業務上過失致死傷

罪（当時は自動車運転過失致死傷罪は未だありま

せん）及び酒気帯び運転で起訴し、求刑自体が3年

6か月で判決は懲役2年6か月です。ご遺族としては

非常に納得いかないというお話でしたが、私が相談

を受けた時にはもう刑事事件は終わっていたので、

何もできませんでした。しかし、内容的には、その

後、最高裁で確定した福岡事件の判決基準からすれ

ば十分立件出来た事案です。

他には、高石さんのケースです。これも、加害者

（男性）は、飲酒をするつもりで車でバーに行き、

女性と飲酒した帰りに車を運転をし、雪の中、新聞

配達をしている高校生に追突して死亡させたのです

が、救護をしないでそのまま逃走。翌日、逮捕され

ましたが、飲酒の検知は出来ず、業務上過失致死と

道交法違反（ひき逃げ）だけで立件されて、求刑

が懲役4年、判決は2年10か月でした。

もう一つ、飲酒の事案でひどいのは、平成18年の

事故ですが、30代の男性がかなり飲酒をして女性を

乗せて深夜に車を運転。片側1車線の道路で、信号

待ちをしている前の車を反対車線に出て追い越し、

しかも信号無視をして、そこで、青信号に従って進

行してきた20代女性の軽自動車にぶつかりました。

被害の女性は、脳外傷で3か月くらい意識不明。意

識は取り戻しましたが、非常に重い後遺障害が残っ

てしまったケースです。この被疑者は元警察官です。

これも私が相談を受けた時には刑事事件が終わって

いたのですが、赤信号無視でも酒気帯びでもどちら

でも危険運転致死傷罪の可能性はあると思われる事

案です。しかし、業務上過失傷害での立件。実刑に

はなっていますが求刑3年で懲役2年という結論です。

今ご紹介したいずれの事案も、危険運転致死傷

罪になっていれば、おそらく2倍から4倍くらいの量刑

になるのではと思われます。被害者の家族でない立

場から見ても「それは軽すぎるのではないか」とい

う判決です。私としては、危険運転致死傷罪の要件

は狭すぎる、という印象を受けています。

３ 危険運転致死傷罪の問題点
資料に危険運転致死傷罪の５つの類型を記してい

ますが、③の「その進行を制御する技能を有しない」

という、無免許運転のケースは、おそらくこの法律

が出来てから立件されたケースはほとんどない。現

在の検察庁の考えは、無免許でも、かつて免許を持

っていたとか、無免許で日常的に運転していた人は、

これには該当しないという解釈です。だから免許取

危険運転罪の５つの類型（青野弁護士より）
① アルコール又は薬物の影響により正常な運転
が困難な状態で自動車を走行させた事案
② その進行を制御することが困難な高速度で自

動車を走行させた事案
③ その進行を制御する技能を有しないで自動車

を走行させた事案
④ 人又は車の通行を妨害する目的で、走行中の
自動車の直前に進入し、その他通行中の人又は車

に著しく接近し、かつ、重大な交通の危険を生じさ
せる速度で自動車を運転した事案

⑤ 赤色信号又はこれに相当する信号を殊更に無
視し、かつ、重大な交通の危険を生じさせる速度
で自動車を運転した事案
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消になった人が、事故を起こしても、これには該当

しない。しかし、免許を取り消されたということは、

運転をすることが法的に禁じられているわけですか

ら、危険運転にならないという現在の法制度のままで

よいのか、この点は、きちんと議論して立法化され

た方が良いと思っております。

①の、アルコール又は薬物の影響によりというの

は、福岡の事案での最高裁判決により、アルコール

の影響により正常な運転が困難というのがどのくらい

のことを言うのかについて、立件しやすくなってきて

いると思います。やはり酒の影響で事故が起きてい

るのであれば、それはこの条文に当たるという方向

にかなり近くなってきていると思います。

⑤の「殊更に無視」という要件ですが、先ほどご

紹介した飲酒運転しながら信号無視をして、前の車

を右側から追い抜いて事故が起きているのに立件し

てくれないというケース。この時の弁解は、隣に座っ

ている女性と話をしていたので赤信号だと気が付か

なかったと言っているのです。最初は、相手が赤で、

自分は青だと言い張っていたのに、その証言自体を

撤回するのですが、赤信号だという認識はなかった

とずっと言っているのです。ちょっと考えられないの

ですが、その弁解をなかなか崩せない。私は、赤

信号無視については、実際に赤信号を無視し、それ

を「認識しているという状況」があれば立件しても

良いと思いますし、これについては、法律の改正だ

けでなく、特に検察庁が（危険運転では無罪になっ

てしまうかもしれないと慎重になる傾向があるのです

が）、もう少し立件をしても良いと思っています。

会場からの発言

★高石洋子さん
（遺族）
2003年2月に私の

二男、当時16歳で
高校1年生の息子
が、早朝に朝方まで

お酒を飲んでいた加害者の車にひき逃げされて亡く
なりました。息子は冷たい雪の上に一人残され、深
々と雪が降り積もって、白い塊のような状態で発見さ
れております。この悔しさというのは半端ではないの
ですが、判決も本当に恐ろしい程軽いもの（懲役2
年10月）でした。
以来、私はずっと、飲酒運転で事故を起こし、そ

の場から逃げてしまうことによってアルコール検知か
ら免れてしまえば、その場で助けた人よりも罪が軽く
なってしまう、という法の矛盾・抜け穴をちゃんと埋
めて欲しい。子どもたちに、してはいけないこととし

て教えなければならない、それが大事なことと思い
活動を続けています。
法制審議会につい最近も出席させて頂き、訴えて

きましたが、この9年間、逃げ得を無くす法改正を訴
え続けています。共同代表を務める「飲酒ひき逃げ
に厳罰化を求める遺族・関係者全国連絡協議会」
は、既に8人の法務大臣に会い、59万人分の署名を
提出しました。しかし法の抜け穴がまだ埋まっていま
せん。私たちは、みんなそうですが、こんな苦しい
思いをする人はもうこれ以上作ってはいけない、自
分たちで最後にして欲しいと立ち上がり、それぞれ
の立場で活動をしています。
今回の法制審での検討を期待しております。

★ やなぎさわさん
厳罰化ということですが、道路犯罪が他の罰則の

レベルから見て軽すぎるから適正化するということだ
ろうと受け止めました。その通りだと思います。
人間はミスをしますが、その失敗した事例を一般

のドライバーに、重要な教訓として伝えるということ
をもっとすべきです。5年に１回の免許証の書き換え
がたった30分で終わるのはおかしい。このあたりも声
を上げて欲しいと願います。

★ なばたさん
自分自身、安全運転に対し再確認させられました。

また、この会の皆様が訴える趣旨を受け入れて頂け
るよう祈っております。
厳罰化とともに、飲酒運転防止のインターロック導

入に対しても厳しく国に言っていく必要があると思い
ますし、運転免許もIC化されていますから、免許を
かざさなければ運転できないような装置、さらに、
クレーンの免許を与える時にその人の持つ病気を見
逃した方の責任など、色々な視点から今後の事故防
止をしていく必要があると思います。

★ 真島勝彦さん（遺族）
息子の被害事件は2010年7月4日でしたが、危険運

転致死罪の裁判は2012年2月27日から（1週間）でし
た。加害者が、「殊更に無視」ということを否認した
ことで、検察の段階でも何度も補充捜査が行われ時
間がかかったようです。加害者は公判でも、「（赤信
号を）殊更に無視したわけではない。青に変わると
思って行った」と、言い訳をしていましたが、検察
は事実として赤信号無視したということで立件し、裁
判所も認めました。その点では、内心の意図でなか
なか立件できない赤信号無視の事例で、適用を少し
は広げられたのかなと思いました。ただ、量刑面で、
求刑は10年でしたが、判決は5年とあまりにも軽く、
しかも、量刑を半分にした「理由」は「保険に入っ
ている」ということだけであり、裁判所の交通事犯に
関する罪の軽さの考え方が出てきて、やはりこれか
らの大きな課題だと思います。（事件詳細は38号）
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フォーラムは、第 2 部のシンポジウムに続き、第 3
部「ゼロへの誓い」に移り、関係機関からの挨拶（次

ページ）を受けた後、提案されたアピール（下記）を

参加者全体で採択し、小野副代表の閉会挨拶で終了し

ました。

世界道路交通犠牲者の日・北海道フォーラム

アピール

私たちは、国連が提唱した「世界道路交通犠牲者

の日」に、今年も「交通死傷ゼロへの提言」をテー

マに集いました。

理不尽に通り魔殺人的被害で命や健康を奪われる

交通死傷は、決してくり返してはならない悲劇です。

しかしクルマは「静かなる大虐殺」と形容されるよ

うに、その凶器性をもった使われ方が今も続いてい

ます。根底にあるのは、人命を軽視しスピードと利

便性のみを追求する麻痺したクルマ優先社会です。

私たちは、今検討されている刑罰改正が、交通死

傷被害「ゼロ」につながるものとなることを願いま

す。法は、そして社会は、悪質運転はもちろん。死

傷被害につながる「過失」の不注意運転も決して許

さないという規範を示すべきです。許容できる事故

など無いのです。

犠牲を無にすることなく、刑事罰が交通犯罪の抑

止力となり、「誰もが加害者になるかもしれないか

ら、罪は軽く」という負の連鎖が断ち切られること

を強く望みます。 Nov.18.2012

フォーラムの感想 ・・・・・・・・・・・・ 参加者アンケートより
★ 危険運転の危険の判断が社会通

念上一般的な感覚ではなく、加害者

側の主張や法的解釈により為されてい

るのはおかしい。法は誰を守るため、

助けるためにあるのか。現行法は国

民の期待を裏切るものである。スピー

ド違反だけでも十分に危険です。まし

てやそのことで人を死傷させたのなら

ば厳罰に処せられなければ、こうした

人間はいくらでも増えていきます。社

会正義が果たされない法では国民の

信頼は得られないことを、国はもっと

真剣に受け止め、改正すべきところは

早急に対応して欲しい。

★ 七尾さんのお話を聞いて、私の

夫と息子が事故にそうぐうした時の様

子が見えた気持ちがしました。生前、

夫が車の運転をしながらいつも言って

いた言葉、「自動車は便利な乗り物、

でも一歩間違えると凶器に変わる」を、

七尾さんも同じに言っていました。夫

も息子も今日は私たちとこの会場に来

ていると思います。今日は参加出来て、

とても良かったと思います。

★ 法律は事故を起こす側、加害者

にやさしく、被害者を守っていない気

持ちがする。矛盾を感じる。

★ あらためて交通事故の刑罰が軽く

扱われていると思いましたし、そのな

かでの被害者家族の方々の苦しみを

知り、活動の意味が確認できました。

★ 逃げ得、事故を作り替える、嘘

をつき続けるなど常識化していること

に心底こみあげてくる怒りを禁じ得ま

せん。後ろから 2度強打され、生きて
いる者として、やるべきことは有る。

しかし後遺症がじわじわと 24 時間続
き、自分としての実行性が全然です。

★ 刑罰見直しは、事故を無くす、

減らすことに重要な課題だと思いまし

た。加害者は保険金支払いで、罪の

つぐないが終わったと勘違いをしては

いけないと思います。

★ 交通死傷ゼロへの取り組みの必

要性・方法論をよりわかりやすく説明

して下さって大変良かった。

★ 運転者の体調（飲酒）をもっと

重くみるべきだと思っています。

★ 被害者・遺族の体験からの訴え

が良かった。これから色々と要望提出

の取り組みをするべきで、法律改正の

問題が具体的に説明され、分かりや

すく納得する事ばかり。

★ 大変な後遺症で苦しんでいるの

に認めず、精神的経済的に傷つき続

けている怪我をした人たちの話も聞い

て欲しいです。被告代理人は被告の

無責任な嘘がわからぬはずはないの

に。この会は、国警察他いろいろな

所に法律的な事まで声をあげて下さ

り、もっと早く私もこのような会に入会

して、相談、係わってもらえていたら、

このように精神的、心身ともに傷つくこ

とも多少は緩和されたと思います。

★ 様々な実態を知りました。私はま

だ 20 歳でまだ免許はもっていないの
ですが、我々国民一人一人が現実を

知り、これから事故ゼロを達成するに

はどうしたら良いかを考えていくことが

大切だと感じました。

★ 交通事故被害者をゼロにする取り

組みと、法律の矛盾を改訂する活動

が、判りやすく説明され大変良かった。

★ 参加者の熱意に感動しました。

事故を起こした事例をどうドライバーに

生かすかが課題と思う。

★ パワーポイントや資料にもとづき、

大変わかりやすかった。昨日は「犯

罪被害者支援道民のつどい」に出席

しました。昨日の講師の方からもお話

があり、つらい気持ちがよみがえって

きました。私は、登校時に毎朝交差

点で旗振りをしています。なぜ、もっ

とドライバーは交差点の右折左折で余

裕をもって運転できないのかと思いま

す。横断歩道を歩行者が安心して渡

れるように願いたい。

★ 毎年参加させて頂いています。

前田さんの説明が、データを基に要

点をとらえて分かりやすかった。この

催しをもっと多くの人、特に若い人に

参加してもらいたいと思います。「チカ

ンは犯罪です」というキャンペーンが

あります。交通事故は「交通違反」と

いう軽い言葉で言われていますが「交

通犯罪」と言いかえるべきです。

★ 安全運転に対する再確認が出来

て良かった。ゴールド免許だと 5年に
一回、わずか 30分の講義を受けるだ
けですが、この度のような事例やゼロ

への考え方などを、もっと時間をかけ

て学ぶべきですね。

★ 自分も気を引き締めて運転しよう

と思った。

★ 飲酒ひき逃げが「常識」になら

ないように早く法改正してほしい。助

かる命が増えるように。
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ゼロへの誓い･･･来賓挨拶 WORLD DAY

道環境生活部くらし安全推進課

交通安全対策担当課長

吉泉 丞 氏

皆様には、日頃から交通事故

のない社会を目指してご尽力を頂

いていることに、この場をお借りし

てお礼を申し上げます。

冒頭、七尾様、土屋様のお話

しを伺い、目に涙が浮かぶ思いでありました。また、

青野先生、内藤先生のお話を伺わせて頂いて、なるほ

どと感じたところでございます。

交通事故被害者の会が設立されて13年。この間、

皆さんは本当に全国の被害者の方々と力を合わせて、

危険運転致死傷罪や、飲酒運転の厳罰化など為され

ました。しかし、私もここに来る前に交通捜査課で事件

を担当しておりましたが、この危険運転罪の適用という

のが非常に難しいと感じてきた一人でもあります。京都

で起きた登校中の列に車が突っ込んで妊婦を含んだ3

人の方が亡くなった事故や、死者7人、重軽傷者39人

を出した関越道の高速ツアーバス事故、そして、この

北海道でも悲惨な事故が相次いでいますが、皆さんの

お力というか、熱い思いにより、お話のあった法制審

議会においても更なる厳罰化ということで審議されてい

ると思っています。

この京都の事件について、運転する技能があるから

危険運転ではなく自動車運転過失致死罪であるという

のは私も疑問に思っていました。車の運転と言うのは

技量ばかりではないのです。道路交通法を学び、安

全に車を動かすことを学んで初めて車の免許が与えら

れるのです。

私自身は、交通事故と言うのは殺人や傷害罪と同じ

と思っています。事故係の時に遺族調書を取る中で、

朝「行ってらっしゃい」と送り出したお父さんが突然の

電話で亡くなったと聞かされた。お父さんとは、行く前

に「晩御飯は何を食べる？お父さんは肉が好きだけど、

最近、コレステロールが高いから、今晩はサンマにし

ましょう」と言って送り出した。それが最後だったとい

う事件があり、調書を取りながら、涙が出て止まりませ

んでした。

私たちは、被害に遭われた方とそのご家族に思いを

馳せて、この社会から交通事故を無くさなければなら

ないのです。それは誰もが願っていることなのです。

前田代表が冒頭でお話ししていましたが、今までは高

度経済成長の中で車が優先されてきた、これもある意

味事実だと思います。道といたしましては、皆様方や

北海道警察、関係機関・団体と緻密な連携を取りなが

ら、車社会ではなく人優先の交通安全対策をこれから

も取り組んで参りたいと思っております。今後ともよろし

くお願い致します。

北海道警察本部 交通部管理官

守谷 明浩 氏

先ほどのシンポジウムでは、３

名の方から大変ためになるお話し

を聞かせていただき、個人的にも

大変勉強になりました。本日のメ

インテーマであります「交通死傷

ゼロへの提言」について、日々

交通事故抑止対策を担当している者として、大変考え

させられるテーマであります。 今年、北海道で発生

した交通事故では、昨日現在159人の方が亡くなってお

ります。それぞれを見てみますと、飲酒運転を始めと

する危険な運転行為によって発生したもの、居眠り運

転によるもの、脇見をしたり安全確認を怠ったもの、信

号を無視して横断歩行中に被害にあったものなど様々

な原因がありますが、尊い命が失われているという現

実、そして遺族を始め、多くの方々が嘆き、悲しみ、

苦しみ、事故を境に大きく人生が狂わされてしまった方

がたくさんいるという現実があります。

私が交通事故被害者の会の皆様にお話しするのが、

今回で４回目になります。自らの体験を通じ、悲惨な交

通事故を防止するために立ち上がって、各種講演活動

やいのちのパネル展を精力的に行って頂いている皆さ

んの志には、頭の下がる思いであります。

科学技術がいくら発展しようと、交通事故を起こすの

は「人」なのです。車を運転する人を始め、道路を利

用する全ての人に「交通事故を起こさないで欲しい」

と継続的に訴えていくことが、地道ではありますが、大

切なことだと思います。

事故防止の訴えは、相手の心に届くメッセージでな

ければなリません。突然命を奪われ、最愛の人に言葉

を遺していくことができなかった夫や妻、そして子ども

たち。彼ら・彼女らの無念さや悔しさが、皆さんにはお

そらく命のメッセージとしていつまでも聞こえているので

はないかと思います。そして、皆さんが講演活動など

で発するメッセージを通じて、交通事故の悲惨さが社

会に伝わっていっているのだと思っております。

交通事故のない安全で安心な社会の実現は、誰も

が願っていることであります。道民一人ひとりが命の重

みをかみしめ、交通事故で苦しむ人がこれ以上増える

ことがないよう、交通安全の輪が大きく広がっていくこ

とを切に望んでいるところであります。

皆様方におかれましても、引き続き被害者相互の支

援活動と併せて交通事故撲滅のため、ご尽力を頂けま

すようお願い申しあげます。
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犯罪被害者週間全国大会2012～いのち､きぼう、未来～

10回目となる記念の全国大会が、犯罪被害者週間（11月25

～12月１日）の12月1・2日、東京の晴海グランドホテルを

会場に行われました。（主催は、全国19の被害者団体で構成す

る「犯罪被害者団体ネットワーク」愛称 ハートバンド）

北海道からは、一戸、荻野、佐藤（2）、白倉（2）、高石（2）、

前田、真島（２）の、家族も含め11人が参加し、全国の仲間と

有意義な交流を行いました。
支援者とともに、困ったこと望むことなど率直に話し合った車座トーク

1日午後開催の公開の全国大会には、
北は北海道、南は沖縄・九州、16の被
害者団体から約120名（うち初参加者が３
5人）、支援の機関・団体・個人の方を

合わせ、昨年を上回る計16５名
の参加がありました。
最初に、実行委員長の鈴木

共子さん（生命のメッセージ展
代表）が挨拶に立ち、大会の
意義と存続のための資金協力を
呼び掛けるとともに、10回記念
の「私の未来宣言」（次ページ）
を紹介。当会の高石茜さんが朗読しました。
続いて来賓の山上皓さん（ハートバンド顧問、全

国被害者支援ネットワーク前理事長）と黑沢さん（犯
罪被害救援基金 専務理事）、滝澤さん（警察庁 犯
罪被害者支援室長）からの挨拶を受け、最後に滝
法務大臣（当時）からのメッセージの紹介がありま
した。

第1部「犯罪被害者の声」では、
最初に、2004年11月、夫が、逆恨
みした元上司の指示で若者5人に
拉致・殺害されたご遺族、近藤さ

え子さんの訴え
がありました。
続いて、いま

法制審で検討さ
れている刑罰見
直しのきっかけ
を作った二組の
ご遺族、2012年4月、
京都亀岡で無免許
の少年が運転する暴走車によって、26歳娘さんと娘
さんの胎内のお子さんが犠牲になった中江美則さん
と、2011年10月、名古屋で、無免許、飲酒の運転
者に19歳大学生の息子さんを奪われた眞野哲さん
が、それぞれ事件と、事件後の悲嘆の中から悪質
運転への危険運転致死罪適用を求めて活動したこと
が切々と語られました。

開会

被害声の者

写真左から、中江さん、近藤さん、
眞野さんご夫妻

第2部は、2年目の企画である車
座トーク。参加者全員が一つの大
きな輪になって座り、「みんなで考

えよう」をテーマに、「被害者になって困ったこと、
真に望むこと」を自由に発言・交流しました。同席
した、行政や、専門の立場から支援いただいている
方、マスメディアの方には「パートナー」として適切
なアドバイスやコメント等をいただきましたが、参加
者からのアンケートに「今まで誰にも話せなかったこ
とを傾聴して下さって気持ちが少し楽になった」「様
々な被害者の意見や気持ちを分かちあえたところが
とても良かった」「私たちの話を真剣に聞いて回答し
てくださった。続けてほしい」などと記されたように、
好評を得た企画となりました。

大会後はこれも恒例となった交流会
に移り、食事をしながら、新参加者の
紹介と懇談が行われました。全国の仲

間との新たな出会いと再会に、話は尽きず、語らい
は会場を替えて、深夜まで続きました。

翌 2日は分科
会。「ハートカフ
ェ」「弁護士相談」
「カウンセラーを囲んで」「マ
スメディアと被害者」など、各
テーマに分かれて、学び、交
流を深めました。（写真はハート

カフェ。2日間を通して木下徹さんの歌声に癒されました）

全日程を終えての参加者アン
ケートに「苦しんでいるのは自分
ひとりではない。アドバイスや助
言をもらって参考になった。勇気

をもらった。子供のためにも頑張ろうという気持ちに
なった。来てよかった」「１年に１度皆様に会える喜び、
絶対にハートバンドは続けて欲しい」などとありまし
たが、閉会行事後も「来年もきっと会いましょう」と、
再会を約す姿が印象的でした。
そして、北海道からの参加者は、今年も、大会・

交流会・分科会の司会や朗読・発言など、貴重な
役割を担わせていただいたことも付記します。（前田）

車座トーク

交流会

分科会

再会を約して
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資金難の中、何とか開催された全
国大会。今回は10回目で、私の未来
宣言が出来ました。車座トークや2日
目の分科会では、知りたかった事を
聞くことが出来たとても大切な時間で
した。私はハートカフェでの木下徹さ
んの歌で心が癒されました。会場が
一つになり、皆で口ずさみました。で
すから、皆さんと別れることはとても
辛かったのですが、また皆様と会う日
まで、頑張って歩いて行こうと決めて
帰路に着きました。
今大会に尽力下さった皆さま、有

難うございました。（佐藤京子）

被害者の声を聞き、危険運転致死
傷罪にならない世の中がおかしいと
思います。もっと被害者遺族の声を
聞く世の中になって欲しいです。
全国大会は、北海道から沖縄まで

の被害者遺族が集まり、お互いが現
状を話し合ったり、遺族にしか分から
ない話や気持ちを共感し合える場所
です。他にはありません。これからも
続けてほしいと思います。

（佐藤茜利、中学２年）

全国大会に参加して
札幌市 佐藤 京子

被害者の会の皆様、お元気でしょうか。

今回初めて全国大会に出席させていただきました。

お天気も悪く飛行機は45分遅れで羽田に着き、会場

には1時間も遅れて着きました。私は障害者になって

初めて旅をしました。羽田からモノレール、地下鉄を

乗り継ぎ会場まで行きましたが、それは大変で、エレ

ベーターがどこにあるのかわからないので、一緒に行

きました荻野さんには、歩行器をかかえて階段を持っ

ていただき、大変お世話になりました。もっともっと障

害者にやさしい世の中であってほしいと思いました。

初めて全国大会に出席させていただいて、殺人事

件や学校での児童の事件、また加害者のわからない

ひき逃げ、また、死亡した者が加害者になるなど、

問題がたくさんあるのには、心がとてもつらくなりまし

た。皆様のいろいろなお話を聞いているだけで、遺

族の方々のお話で、被害者当事者のお話は聞けぬま

全国大会に参加して
小樽市 一戸 聖子

ま、まだまだ当事者のお話ができたらなあと思いました。

会場は午後5時に終わりました。この日は東京も寒

くてお布団1枚で、フロントの方に毛布をお借りできま

せんかと尋ねましたが、後ほどと言うことで待ってい

ましたが朝になりました。いろいろ経験をしました。健

常者と障害者が一緒に生きて行くことは大変だなあと

思い、自分なりに障害者の為に何か出来ることがある

か、考えて行きたいと思いました。この会に出席させ

ていただき、有難うござ

いました。

※この大会の模様は、1昨

年開設されたハートバンド

のホームページに映像記録

としてアップされています。

是非視聴下さい。（「ハート

バンド」で検索）

写真は、私の未来宣言を朗

読する高石茜さん
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フォーラムでの願い実現を
11/26、法制審に追加要望書を提出
今回の北海道フォーラムで討議された「ゼロへの

願い」を届けるべく、11月26日付で、法制審刑事法

部会長宛に追加の要望書を提出しました。要望書に

は、シンポジウムなどフォーラムの内容と採択された

アピール文、参加者の感想意見等を記し、また清

水孝太さんの手記（ｐ9）も添付しました。

～ 編集を終えて ～
■1年前のこの欄に、「1月9日現在、道内の交通死
は1名です。その被害の重みを胸に刻み、犠牲はこ
れで終わりにしなければならないとの思いを新たに
しました。」と書きました。「ゼロへの提言」のフォ
ーラムを特集した本号の編集を終えた1月１5日現在、
道内の交通死は今年も「１」です。しかし、９日まで
は「０」でした。年明け後のゼロ日数は88年と2011
年の「4日」を上回る「最遅記録」とのことです。
■フォーラムの感想アンケートに、「夫と息子が交通
事故で亡くなってから、ニュースや新聞記事は〈交
通事故〉ばかり耳と目に入るようになりました」と書
かれたご遺族がありました。私もそうですが、被害
者は「犠牲を無にしたくない」との強い思いから、
交通死傷報道とその「数」に、いつも憂います。し
かし、9日間「北海道０人」との記事を目にしたとき、
少しの希望を感じました。今冬の多雪による「交通
静穏化＝スピード抑制」がその一因としてあるとは
思いますが、意識の変化もあると思うからです。■
会が出来た頃は「ゼロを」という言葉を遠慮がちに
口にしたこともありました。しかし、私たちは、仲間
と心を一つに、「減らす」だけでなく「根絶」しなけ
ればならないと、行政や社会に必死に訴え続けてき
ました。■結果、歩みは遅いですが、犯罪被害者
等基本法や刑罰改正などもあり、社会の受け止めに
変化の兆し～「ゼロを」という訴えに共感してくれる
人が多くなった～が感じられるのです。■それでも
未だ、気持の落ち込みを感じることが時々あります。
ハートバンド主催の全国大会に出席された諸澤英道
先生（2007年の道フォーラムの講師）は車座トーク
で「矛盾だらけの、犯罪者のための司法制度全てを、
被害者のためのものに作り直さなければならない」
と強調されました。今フォーラムで討議した刑罰改
正など、課題の多さと大きさに時折たじろぎますが、
前ページの「私の未来宣言」を読み返し、一人で
はないこと、仲間の輪、支援の輪、社会正義を求
める人々の輪の大きさと力を信じ、それらを一層感
じられるよう、前へ進まなくては思います。 (前)

※ 右の写真は、9月25日、札幌駅地下歩行空間で北海

道交通安全協会の協力で行った「いのちのパネル展」

会 の 日 誌 2012.８.11．～2013.1.10.

≪会合など≫
８/23 会報39号発送
9/12、10/10、11/14、12/12 世話人会・例会
11/18 世界道路交通犠牲者の日・北海道フォーラム
12/1･2 犯罪被害者週間全国大会(東京)

≪訴えの活動≫
◆8/28 当麻町役場（山下）
◆9/11 札幌市立札苗中、9/18 釧路東高校、10/3
北海少年院、10/11 苫小牧西高校、10/26 NPO
法人自立生活センターさっぽろ、11/6 札幌平岡
高校、11/20 札幌市立山鼻中、11/21 紋別中、
11/28 札幌市立白石中、12/6 札幌市立真駒内
曙中、12/7 札幌市立藻岩中、12/14 札幌拓北高
校、12/21 当別高校、 (前田）
◆9/26 妹背牛中、10/11 女満別高校、11/9 厚真
高校、11/16 室蘭市立翔陽中、11/17 道民のつど
い、11/22 札幌厚別高校、11/25 断酒会研修会、
11/28 苫小牧東中、11/30 札幌市立美香保中、1
2/7 札幌市立栄中、12/10 苫小牧市立和光中、1
2/11 音更町立駒場中、12/13 札幌市犯罪被害者
等支援研修会 （高石）
◆11/1 歌志内中、11/7 穂別中､11/17当別中、11/
21 札幌市立東栄中、11/26 札幌市立屯田北中、
11/29 長沼中、12/14 小樽桜陽高校 （白倉）
◆11/7 札幌学院大学（小野）
◆11/22 深川西高校 (伊藤)
■処分者講習での講師：8/31（荻野）、9/28（前
田）、10/26（荻野）、11/22（荻野）、12/28（前田）

≪いのちのパネル展≫

⑭ 8/31～9/12 上富良野町社会教育総合センター
⑮ 江差町桧山振興局 ⑯ 9/25 札幌駅地下歩
行空間 ⑰ 9/28 札幌市立札苗中 ⑱ 11/1～9
JR手稲駅 ⑲ 11/5～14 札幌学院大学 ⑳ 11/

㉑19～23 札幌地下街オーロラスクエア 11/19
㉒～23 西区民センター 11/28～12/12 札幌国

㉓際大学 12/1～11 釧路市生涯学習センタ
ー、イオンモール釧路昭和

今までは事故にあわれた方、亡
くなった方に対して可愛想とか、仕
方なかったのでは･･･と思っていま

した。でも今回のパネルを拝見して、加害者側の誠意
がないことや、死人に口なしという言葉に何とも心が痛
みます。加害者に罪の意識がない事に対しても怒りが

こみ上げてきます。
多くの人たちに診て
頂きもっと交通とい
うものを考えてほし
いものです。
（上富良野会場に
て、40代男性）

パネル展感想


